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既設の炉内計装管にヒータ付熱電対を組込む独立型熱電対式原子炉水位計が、炉内計装に及ぼす電気ノイ

ズ影響を評価した。ヒータ通電時の電圧印加タイミングを適切に制御することで、ノイズ源となる高周波

電流を、影響が生じる可能性のあるレベルの 1/10 以下に抑制可能であることを確認した。 
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1. 緒言 

耐環境性が高く、従来水位計の多様化が可能な原子炉水位計として独立型熱電対式原子炉水位計を開発

している[1]。この水位計では、既設の炉内計装管の内部にセンサである独立型ヒータ付熱電対を組み込み、

炉心内部に挿入して水位を計測する。このとき、水位計が隣接する炉内計装の計測性に影響を及ぼさない

こと、特に、電気ノイズによる指示変動が生じないよう事前に確認することが重要である。本発表では、

炉内計装に対する電気ノイズ影響を試験的に評価した結果について報告する。 

2. 試験方法及び結果 

短尺化した炉内計装にヒータ付熱電対を 6 個組み込んだプロトタイプを製作し、模擬水位計測盤と組み

合わせた試験体系を構築した。独立型熱電対式原子炉水位計は、ヒータ付熱電対に定格電流を印加した際

の温度上昇を計測することで水中・気中判別を実施する。ここで、6 個のセンサに対して、リレーで順次切

り換えて通電するため、切換え時に電流が急峻に変化して高周波電流が発生することが考えられる。高周

波電流は、ヒータケーブルの往復線路を同方向に伝播するコモンモード電流となり、隣接する計測システ

ムに電磁誘導や回り込みによる電気ノイズを発生する。本試験では、通電開始時のコモンモード電流をク

ランプ式電流計により計測した。また、炉内計装 

模擬システムを隣接させ、その影響を確認した。 

 図１に、リレー切換え時のヒータ電流と高周波 

コモンモード電流の測定結果を示す。ケース A は、 

リレー接続と電圧 ON を同時に指令したケースである。 

大きなコモンモード電流を生じて、隣接する炉内計装 

にノイズ影響を生じる場合があった。ケース B は、 

リレー切換えから遅延して電圧 ON するケースである。 

コモンモード電流はケース A の 1/10 以下に抑制され、 

隣接させた炉内計装にノイズ影響は生じなかった。 

3. 結論 

ヒータ通電時にリレー切換えから遅延して電圧 ON することで、高周波コモンモード電流を、影響が生

じる可能性のあるレベルの 1/10 以下に抑制可能であることを確認した。 
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図 1 リレー切換え時のコモンモード電流 
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